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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第３四半期連結
累計期間

第58期
第３四半期連結

累計期間
第57期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 4,458,830 2,731,499 10,084,181

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△154,139 △244,240 170,654

四半期純損失（△）又は当期純利

益　（千円）
△138,004 △214,439 16,538

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△130,805 △206,197 34,698

純資産額（千円） 2,661,554 2,602,315 2,827,058

総資産額（千円） 10,554,396 8,465,603 6,959,041

１株当たり四半期純損失金額（△）

又は１株当たり当期純利益金額

（円）

△30.69 △47.70 3.68

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 25.2 30.7 40.6

　

回次
第57期

第３四半期連結
会計期間

第58期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

１株当たり四半期純損失金額（△）

（円）
△19.14 △14.35

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．第57期第３四半期連結累計期間及び第58期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については潜在株式がなく、また、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりませ

ん。

　　　　４．第57期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

　

EDINET提出書類

株式会社マサル(E00254)

四半期報告書

 2/16



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1）業績の概況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策と日本銀行の金融政策の効果等による円

安・株高が持続されるとともに、企業収益の改善も明確化し、全体的に景気回復傾向が見られました。一方、

消費税増税等に伴う物価上昇の国内消費への影響のほか、米国当局による量的金融緩和縮小や一部新興国の通

貨不安等、海外要因による市場混乱が懸念されることから、依然として先行き不透明な状態が続いています。

　建設業界におきましては、引き続き、首都圏を中心にしたオフィスビル、マンション等への堅調な需要、公

共投資の前倒し実施等により、受注は増加傾向にあります。一方、建設資材価格の高騰、人手不足による労務

費の上昇は続いており、建設業を取り巻く経営環境は依然として予断を許さない状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは年度方針「ビジョンを実現できる未来型人財の育成」のもと、技能

員雇用安定化を目指した仕組み作りに着手するとともに、引き続き重点施策「施工管理強化」「事故撲滅」

「営業強化」「技術・技能の継承」「ＩＴ活用」を推進してまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の受注高は70億42百万円(前年同四半期比8.7％増)、売上高につきまし

ては、前期に比べ大型完工物件の減少もあり、27億31百万円(前年同四半期比38.7％減)となりました。利益面に

つきましても、売上高が減少したことに伴い、営業損失２億45百万円(前年同四半期は営業損失１億43百万円)、

経常損失２億44百万円(前年同四半期は経常損失１億54百万円)、四半期純損失２億14百万円(前年同四半期は四

半期純損失１億38百万円)となりました。

　

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

　（建設工事業）　

   売上高は26億27百万円(前年同四半期比34.5％減)となり、セグメント損失は２億32百万円(前年同四半期はセ

グメント損失82百万円)となりました。受注高につきましては、大型工事案件の受注等もあり65億16百万円(前年

同四半期比4.3％増)となりました。

　

　（設備工事業）　

  売上高は１億３百万円(前年同四半期比76.7％減)となり、セグメント損失は12百万円(前年同四半期はセグメ

ント損失60百万円)となりました。受注高につきましては、公共投資部門での受注等もあり５億25百万円(前年同

四半期比127.6％増)となりました。

　

 　なお、当社グループでは第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きいため、通期の売上高に比 

べ、第３四半期連結累計期間の売上高は低くなっております。

　

　(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　

　(3）研究開発活動

　　当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、７百万円であります。

　　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,300,000

計 17,300,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成25年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成26年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 4,505,757 4,505,757
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ　
（スタンダード）　

単元株式数
1,000株　

計 4,505,757 4,505,757 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 4,505,757 － 885,697 － 1,261,600

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

　

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数 (株) 議決権の数 (個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式 (自己株式等) － － －

議決権制限株式 (その他) － － －

完全議決権株式 (自己株式等)
 (自己保有株式)

普通株式 　  10,000
－ －

完全議決権株式 (その他) 普通株式  4,479,000 4,479 －

単元未満株式 普通株式    16,757 － －

発行済株式総数           4,505,757 － －

総株主の議決権 － 4,479 －

　　

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所
有　株式数
（株）

他人名義所
有　株式数
（株）

所有株式数
の　合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社マサル

東京都江東区佐賀
一丁目９番14号

10,000 － 10,000 0.22

計 － 10,000 － 10,000 0.22

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 767,230 827,615

受取手形・完成工事未収入金
※ 3,360,795 ※ 2,054,758

未成工事支出金 1,422,329 4,035,378

材料貯蔵品 15,490 9,729

その他 134,448 284,316

貸倒引当金 △1,580 △1,002

流動資産合計 5,698,714 7,210,795

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 176,437 168,633

土地 551,163 551,163

その他（純額） 12,399 10,154

有形固定資産合計 740,000 729,951

無形固定資産

ソフトウエア 8,874 8,798

その他 22,524 21,043

無形固定資産合計 31,399 29,841

投資その他の資産

投資有価証券 186,094 187,463

その他 375,200 379,917

貸倒引当金 △72,367 △72,364

投資その他の資産合計 488,927 495,015

固定資産合計 1,260,327 1,254,808

資産合計 6,959,041 8,465,603

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 1,288,963 1,201,005

短期借入金 608,340 373,370

1年内返済予定の長期借入金 569,196 526,264

1年内償還予定の社債 100,000 70,000

未払法人税等 96,631 4,056

未成工事受入金 707,381 3,087,690

賞与引当金 51,000 22,950

工事損失引当金 9,203 26,709

完成工事補償引当金 21,791 16,613

その他 95,941 90,950

流動負債合計 3,548,448 5,419,609

固定負債

社債 20,000 －

長期借入金 496,735 374,880

負ののれん 998 249

その他 65,800 68,549

固定負債合計 583,533 443,678

負債合計 4,131,982 5,863,288
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 885,697 885,697

資本剰余金 1,261,600 1,261,600

利益剰余金 669,743 437,318

自己株式 △3,336 △3,897

株主資本合計 2,813,703 2,580,718

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,354 21,596

その他の包括利益累計額合計 13,354 21,596

純資産合計 2,827,058 2,602,315

負債純資産合計 6,959,041 8,465,603
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

完成工事高
※ 4,458,830 ※ 2,731,499

完成工事原価
※ 3,987,074 ※ 2,373,358

完成工事総利益 471,755 358,140

販売費及び一般管理費 614,762 603,269

営業損失（△） △143,006 △245,128

営業外収益

受取利息 155 2,434

受取配当金 1,943 1,737

負ののれん償却額 748 748

保険解約返戻金 － 9,659

その他 11,694 4,826

営業外収益合計 14,542 19,408

営業外費用

支払利息 18,212 15,298

売上債権売却損 3,307 918

その他 4,155 2,302

営業外費用合計 25,675 18,519

経常損失（△） △154,139 △244,240

特別利益

投資有価証券売却益 － 3,052

特別利益合計 － 3,052

特別損失

固定資産除却損 9 2,575

特別損失合計 9 2,575

税金等調整前四半期純損失（△） △154,149 △243,763

法人税、住民税及び事業税 2,386 4,925

法人税等調整額 △18,531 △34,249

法人税等合計 △16,144 △29,324

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △138,004 △214,439

四半期純損失（△） △138,004 △214,439
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △138,004 △214,439

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7,198 8,241

その他の包括利益合計 7,198 8,241

四半期包括利益 △130,805 △206,197

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △130,805 △206,197
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でし

たが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、

次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形 9,352千円 6,291千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

 ※ 前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

　当社グループは、通常の事業の形態として第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きいため、第

４四半期連結会計期間の完成工事高及び完成工事原価に比べ、他の四半期連結会計期間の完成工事高及び完成

工事原価は著しく低くなっております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）及び負ののれんの償

却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 14,041千円 13,398千円

負ののれんの償却額 748千円 748千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
 (決議)

株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額 (円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月25日
定時株主総会

普通株式 17,987 4.0 平成24年３月31日 平成24年６月26日  利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
 (決議)

株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額 (円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 17,985 4.0 平成25年３月31日 平成25年６月26日  利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２建設工事業 設備工事業 合計

売上高    　 　

外部顧客への売上高 4,012,988 445,842　 4,458,830　 － 4,458,830

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－　 －　 －　 － －

計 4,012,988　 445,842　 4,458,830　 － 4,458,830

セグメント損失（△） △82,916　 　△60,105 △143,021　 14 △143,006

 （注）１．セグメント損失の調整額は、セグメント間取引による固定資産の未実現利益の調整額となっております。

　　 　２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２建設工事業 設備工事業 合計

売上高    　 　

外部顧客への売上高 2,627,774 103,724　 2,731,499　 － 2,731,499

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－　 36　 36　 △36 －

計 2,627,774　 103,760　 2,731,535　 △36 2,731,499

セグメント損失（△） △232,526　 　△12,602 △245,129　 0 △245,128

 （注）１．セグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去△11千円及び、固定資産の未実現利益の調整額11千円と

なっております。

　　 　２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △30円69銭 △47円70銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △138,004 △214,439

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △138,004 △214,439

普通株式の期中平均株式数（株） 4,496,380 4,495,269

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月13日

株式会社マサル

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田島　幹也　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石戸　喜二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マサ

ルの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マサル及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　以　上

　（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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